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駆動型ロータリー加工を用いた 
難削材料の高能率加工手法

駆動型ロータリー加工 ／難削材料 ／高能率加工キーワード

自動車、航空宇宙そして医療などの様々な分野において難削材料の使用割合が増加しており、製品製作においては難加工材料の加
工は避けては通れない状況です。また、加工のさらなる高精度高能率化を図るためには、難削材料を対象とした専用の加工技術の開
発が必要不可欠になります。当研究室では高硬度鋼、チタニウム合金などの難削材料の高精度・高能率加工に取り組んでいます。

高硬度鋼材は汎用鋼材に比べ切削温度が高く、背分力が大きいため高切削速度条件や高送り条件を適用した場合には、工具摩耗の
急激な増加や工具欠損を招き工具寿命が著しく低下します。このため、実質的に能率の向上が達成できないのが問題として挙げられ
ます。この問題に対して、エンドミルのシャンク
断面の円周部分を切れ刃とする工具を強制的
に回転させ、同時に工作物を回転して切削加工
する駆動型ロータリー加工を提案し、焼入れ鋼
の高能率仕上げ加工を実現しています。

ロータリー加工の概略とこれを利用した日軸対象の三次元曲面を有する偏心カムの加工の様子

現在も生産加工技術が高度化することより製
造業が我が国の経済を支えている構造は変
わっていませんが、海外に生産拠点が移動しそ
の意識が希薄になっているように思います。今
後もものづくりの原点に立ち返り難加工材料を
中心とした新しい加工技術の開発に取り組ん
でいきたいと考えています。また、この業界で活
躍できる人材の育成も進めてまいりますので、
ご興味のある方はお気軽にご連絡ください。
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